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まにわまにわ市   章

　
市
内
高
校
５
つ
（
真
庭
、
久
世
、
落
合
、
勝

山
、蒜
山
）
の
同
窓
会
か
ら
県
立
高
校
再
編
整

備
の
請
願
が
あ
り
採
択
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
会
派
代
表
（
中
尾
哲
雄
、
氏
平
篤
正
、
柴

田
正
志
、庄
司
史
郎
）
が
議
員
発
議
を
行
い
全

会
一
致
で
可
決
。真
庭
市
議
会
か
ら
意
見
書
を

県
知
事
、
県
教
育
長
、
県
議
会
議
長
へ
提
出
し

ま
し
た
。
意
見
書
の
内
容
は
①
さ
ら
な
る
魅
力

化
の
検
討
を
最
優
先
で
行
う
事
②
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
あ
り
き
の
拙
速
な
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
の
策
定

は
行
わ
な
い
事
の
２
つ
で
す
。

•
廃
棄
物
処
理
施
設
集
約
事
業

•
契
約
方
法 

指
名
競
争
入
札

•
契
約
金
額
3
億
２
，８
９
０
万
円 （
消

　
費
税
含
む
）　
•
契
約
相
手 

梶
岡
･

　
金
平
・
醍
醐 

特
定
建
設
工
事
企
業

　
体 

代
表
者 

梶
岡
秀
成

意
見
書
を
県
へ
提
出

意
見
書
を
県
へ
提
出

旭
水
苑 

解
体
工
事

市
内
高
校
５
団
体
か
ら

の
請
願
を
採
決

北
部
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

北
部
火
葬
場

北
部
火
葬
場

　

解
体
工
事

　

解
体
工
事

真庭北部クリーンセンター

議場　開会前

▼真庭高校

真庭市し尿処理施設旭水苑 処理棟内

臨時会
７月

24日開催

臨時会とは、定例会以外に必要が
ある場合、特定の事件に限って
審議するため招集される

議会

•
廃
棄
物
処
理
施
設
集
約
事
業

•
契
約
方
法 

指
名
競
争
入
札

•
契
約
金
額 

４
億
９
，６
１
０
万
円　

　
（
消
費
税
含
む
）　
•
契
約
相
手 

梶

　
岡
･
三
木
･
大
和 

特
定
建
設
工
事

　
共
同
企
業
体 

代
表
者 

梶
岡
秀
成

　　

市
内
の
高
等
学
校
で
の
学
習

機
会
の
確
保
と
多
彩
な
学
び
の
創

造
を
図
り
、
真
庭
市
で
学
ぶ
者
の

成
長
と
夢
の
実
現
を
市
民
と
共
に

後
押
し
す
る
事
業
に
充
て
る
た
め
、 

　

  
真
庭
市
ゆ
め
学
び
創
造
基
金
を 

　
　
　
　
　
設
置
し
、予
算
２
億
円
を 

　
　
　
　
　
　
　
可
決
し
ま
し
た
。

蒜山校地 勝山高校

市
内
高
校
魅
力
化
に

果
敢
に
取
り
組
む

２
億
円
基
金

２
億
円
基
金
をを
創
設
創
設



　　　　　　　　　 さ い 。真 庭 市 議 会 ざ っ く ば らんに語ろう２０２４　
ＱＲコードから報告書をご

覧
く
だ
さ
い
真
庭
市
議
会
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
ろ
う                    

２
０
２
４　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
報
告
書
を
ご
覧
く
だ
さい真庭市議会ざっくばらんに語ろう２０２４　ＱＲコードから報告書をご覧ください真庭市議会ざっくばらんに語ろう2024　QRコードか

ら報告
書をご

覧く
ださ
い。

2024

①久世エスパスセンター
②樫西コミュニティーハウス
③湯原ふれあいセンター
④英賀老人憩いの家
⑤中津井陣屋
⑥美甘振興局
⑦川上コミュニティセンター
⑧勝山文化センター
⑨天津老人いこいの家
⑩中和デイサービスセンター
⑪下河内コミュティ
　ハウス
⑫目木勤労者研修
　センター

11年前に議会報告会＋市民と語る会を開始
そして市民と語る会となり
今年から市民と語ろうにしています

①①

③③

⑤⑤

⑦⑦

⑨⑨

⑪⑪

②②

④④

⑥⑥

⑧⑧

⑩⑩

⑫⑫

ざっくばらんに
語ろう     66人12会場

MANIWA

QRコードから各班の報告、ア
ンケート結果をご覧ください

写真最適化―済み写真最適化―済み
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　　　　　　　　　 さ い 。真 庭 市 議 会 ざ っ く ば らんに語ろう２０２４　
ＱＲコードから報告書をご

覧
く
だ
さ
い
真
庭
市
議
会
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
ろ
う                    

２
０
２
４　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
報
告
書
を
ご
覧
く
だ
さい真庭市議会ざっくばらんに語ろう２０２４　ＱＲコードから報告書をご覧ください真庭市議会ざっくばらんに語ろう2024　QRコードか

ら報告
書をご

覧く
ださ
い。

　

 

美
甘
は
消
滅
を

危
惧
、空
き
家
は
多

い
、
ま
に
こ
い
ん
チ

ャ
ー
ジ
機
無
し
、
市

長
に
県
の
仕
事
・
国

が
悪
い
と
逃
げ
ら

れ
て
い
る
議
員
は

追
及
し
ろ
。３
人
で

150
分
話
し
た
が
３

人
と
も
喋
り
足
り

な
かっ
た
と
記
載
。

　

 

久
世
エ
ス
パ
ス
は
障
が
い・福
祉

の
対
応
、
漬
物
工
場
に
補
助
、
若

者
の
意
見
を
尊
重
、資
格
取
得
、

中
学
生
は
希
望
を
抱
い
て
他
市
に

行
く
。
姫
新
線
存
続
、蒜
山
の
新

建
物
の
経
済

効
果
。
男
子

高
生
の
前
向

き
な
意
見
が

嬉
し
かっ
た
。

　

 

北
房
英
賀
は
仕
事
無
い
、
限

界
集
落
、
市
の
防
災
体
制
が
弱

い
。ア
ラ
イ
グ
マ
が
出
現
危
険
、水

質
問
題
、
議
会
に
女
性
・
若
い
人

を
。
個
人
が
15
ペ
ー
ジ
資
料
を
作

成
配
布
。ど
こ
も
市
長
議
員
が
頑

張
って
い
る
話
は
無
し
残
念
…
。

　

開
催
が
真
夏

の
猛
暑
の
中
で
、

参
加
者
が
少
な
かった
こ
と
は
反
省

材
料
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
２
班
は
、中
和
小
学
校

区
、
樫
邑
小
学
校
区
、
天
津
小
学

校
区
の
３
会
場
に
伺
い
ま
し
た
。
市

民
の
方
々
と
議
員
が
意
見
交
換
を

行
い
、
真
庭
市
の
将
来
につい
て
共

に
考
え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

道
路
の
拡
張
、
有
害
鳥
獣
対

策
、
便
利
な
交
通
手
段
、
高
速
バ

ス
の
復
活
、空
き
家
の
解
体
補
助
の

拡
充
、
蒜
山
風
の
葉
、
JR
西
日
本

株
購
入
、
久
世
校
地
跡
地
活
用
、

議
員
定
数
削
減
等
々
、
多
く
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
丁
寧
に

分
か
り
や
す
く
回
答
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
市
政
の
課
題
や
市
民
の
意
見
を

把
握
で
き
、
市
政
及
び
議
会
活
動

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
議
員
が
膝
を

交
え
、
市
政
や
地
域
課
題
な
ど
に
つ

い
て
議
論
を
交
わ
す
貴
重
な
機
会

と
し
て
始
め
た
真
庭
市
議
会
「
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
語
ろ
う
」
は
、
名
称
も

変
え
な
が
ら
今
年
で
八
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬

に
か
け
、
市
内
12
か
所
で
開
催
し
ま

し
た
が
、
連
日
の
猛
暑
に
も
関
わ
ら

ず
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
政
全
般
に
関
す
る
こ
と
や
身

近
な
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
ご
意

見
・
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
よ
り
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
、
議
会
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
ろ
う

議
会
運
営
委
員
会
　
委
員
長

岩
本
　
壯
八

総
括
１班

いつ真庭を出ようか
という若い母親もいる

　
今
年
の
「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
ろ

う
」
は
７
月
20
日
か
ら
開
催
し
ま
し

た
が
、
大
変
暑
い
中
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
来
な
ら
、農
繁
期
も
終

わ
り
晩
秋
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
来

年
度
、議
会
改
選
の
た
め
次
期
を
早

め
ま
し
た
。

　
今
回
の
「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
ろ

う
」
を
振
り
返
れ
ば
、猛
暑
、農
繁

期
、広
報
の
不
備
な
ど
少
人
数
参
加

で
し
た
。
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に

は
、
小
学
校
区
の
中
で
も
っ
と
範
囲

を
狭
め
て
集
会
所
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィハ

ウ
ス
で
の
開
催
を
と
思
って
い
ま
す
。

　

我
々
議
員
は
多
く
の
皆
様
の
意

見
を
拝
聴
し
て
、
市
政

及
び
議
会
活
動
に
反

映
さ
せ
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
多
く

の
皆
様
の
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

猛
暑
、農
繁
期
、広
報

の
不
備
な
ど
で

少
人
数
参
加

◎伊賀基之 〇中尾哲雄
　小田康文 　妹島弘和
　森脇正和

◎岩本壯八 〇伊藤義則
　加藤大悟 　妹島弘和
　福島一則 　柴田正志

◎緒形　尚　 〇古南源二
　伊藤義則 　妹尾智之
　西田文子 　福島一則

◎氏平篤正 〇岩本壯八
　黒川　愛　 　長尾　修　
　森田敏久 　𠮷原啓介

◎入澤廣成 〇加藤大悟
　淺野和昭 　大月説子
　柴田正志 　庄司史郎

　

 

一
班
は
、河
内
小
、米

来
小
、中
津
井
小
学
区
に

伺
い
ま
し
た
。多
く
出
さ

れ
た
意
見
は
、人
口
減
少
・

子
ど
も
の
少
子
化
問
題
。

市
の「
こ
ど
も
は
ぐ
く
み

応
援
プ
ロ
ジェク
ト
」な
ど

で
子
育
て
支
援
を
説
明
す
る
が
、「
い

つ
真
庭
を
出
よ
う
か
と
い
う
若
い
母

親
も
い
る
」と
い
う
厳
し
い
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ま
つ

り
」
で
有
料
の
も
の
が
あっ
た
。保
育

園
の
隠
れ
待
機
も
あ
り
、
一
時
保
育

も
実
施
し
て
ほ
し
い
と
い
う
切
実
な

声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

 

用
水
路
の
管
理
、市
道
の
草
刈
り

な
ど
高
齢
化
で
地
域
が
担って
き
た
こ

と
が
で
き
な
く
なって
い
る
現
状
も
出

さ
れ
ま
し
た
。市
内
高
校
の
存
続
や
姫

新
線
の
存
続
問
題
で
は
、市
の
取
り
組

み
を
評
価
す
る
意
見
も
あ
り
、議
員
も

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。他
に
も
多
く
の
意

見・要
望
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
後
の
議
会
活
動
に
しっか
り
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真最適化―済み写真最適化―済み

班長
伊賀基之

班
長
　
入
澤
廣
成

３班

４班

班
長
　
緒
形
　
尚　

２班

美甘、エスパス、英賀、
どこも２時間半

氏平篤正
班長
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　人口減少対策
●移住・定住促進プロ
　モーション事業
　　　　　500万円
●ふるさとまにわ新ラ
　イフステージ支援事 
　業　　　  300万円
●住宅政策推進事業 
　　　　 299.2万円
●さとやま文化創造事
　業　　　249.5万円

　高校魅力化
●農業振興調査研究 
　事業（OPV実証）
　　　　 127.2万円
●地域創造創出事業
　　　　  1500万円
　森の芸術祭
●観光再始動事業
　　　　 759.3万円
●市内SDGｓ交流事業
　　　　 625.2万円

令和６年９月第４回真庭市議会９ 9月26日  　会期９月３日～

●議案12件を可決　 ●補正予算２件を可決

● ●請願１件を採択　 予算委員会と決算委員会を開催
●人権擁護委員３名を同意　●決算12件を認定

13億8,911万１千円を可決

一般会計
特別会計

公営企業会計

　　　

　
人
口
減
少
対
策
、
高
校
魅
力
化
、
森
の
芸
術
祭

関
連
事
業
、国
等
の
補
助
に
よ
る
事
業
、公
共
施
設

の
除
却
事
業
等
を
増
額
。総
務
費
で
は
、森
の
芸
術

祭
コ
ー
ス
を
追
加
す
る
市
民
向
け
市
内
バ
ス
ツ
ア
ー

な
ど
１
，
４
２
５
万
円
。
衛
生
費
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
及
び
健
康
被
害
救
済
給
付

な
ど
、１
億
３
，６
６
０
万
円
、コ
ス
モ
ス
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
負
担
金
９
億
６
１
８
万
円
。

商
工
費
で
は
、
高
校
生
を
対
象
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

支
援
す
る
事
業
２
５
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
　
主
な
歳
出

人
口
減
少
対
策 

高
校
魅
力
化 

森
の
芸
術
祭

　
　
13
億
８
，９
１
１
万
円
増
額

単位：万円令和6年度補正予算会計別集計表

　
134,711

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4,200

0

0

4,200

138,911

　
3,685,107

492,868

93,943

638,272

5,447

4,212

2,835

764

10,722

1,249,063

228,906

375,498

181,755

786,159

5,720,329

一　般　会　計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
介護保険特別会計
（介護サービス事業勘定）
浄化槽事業特別会計
津黒高原観光事業特別会計
クリエイト菅谷事業特別会計
温泉事業特別会計

特別会計合計
水道事業会計
下水道事業会計
国民健康保険湯原温泉病院
事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計

会　計　名 ９月
補正額

９月補正後
予算額

▶
コ
ス
モ
ス
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

西田副委員長
森田委員長

可決した主な予算

コスモスクリーンセンター
解体工事負担金　　９億618万円

１

３

２

写真最適化―済み写真最適化―済み

９
月
20
日

予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
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道
路
改
良
を
予
定
し
て
い
る

１
路
線
、
県
道
の
改
良
工
事
に
伴

う
移
管
１
路
線
及
び
地
域
住
民

が
生
活
道
路
と
し
て
い
る
農
道

等
５
路
線
に
つ
い
て
、
市
道
に
認

定
。
市
道
定
藤
田
線
に
お
い
て
、

渡
橋
の
撤
去
に
伴
い
起
点
を
変

更
。
こ
れ
に
よ
り
、
真
庭
市
市
道

の
総
延
長
が
、
１
，
２
１
１・２
㎞

に
な
り
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
３
名
が
任
期

満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
法
務

大
臣
に
対
し
て
、
同
委
員
の
候
補

者
を
推
薦
す
る
に
当
た
り
、
人
権

擁
護
委
員
法
の
規
定
に
よ
り
議

会
の
意
見
を
求
め
３
名
の
推
薦

を
決
定
し
ま
し
た
。 

井
元
百
合
子　
真
庭
市
田
原

大
盛
陽
子　
　
真
庭
市
黒
田

中
島
善
子　
　
真
庭
市
蒜
山
下
和

（
敬
称
略
）

　
人
権
擁
護
委
員
と
は
、人
権
擁

護
委
員
法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相

談
を
受
け
た
り
人
権
の
考
え
を

広
め
た
り
す
る
活
動
を
し
て
い
る

民
間
の
方
々
で
す
。

　

法
務
大
臣
が
人
権
擁
護
委
員

を
委
嘱
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま

ず
、市
町
村
長
が
人
権
擁
護
委
員

に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
の
候
補
者
を

選
び
、
議
会
の
意
見
を
聞
い
た
上

で
法
務
局
へ
推
薦
し
ま
す
。
そ
し

て
、
法
務
局
に
お
い
て
弁
護
士
会

及
び
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に

意
見
を
求
め
て
検
討
し
た
後
、
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
度
の
政
府
予
算

と
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
り
、

日
本
全
体
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い

る
賃
上
げ
基
調
に
相
応
す
る
人

件
費
の
確
保
ま
で
含
め
た
地
方

財
政
を
実
現
す
る
よ
う
、意
見
書

を
国
の
関
係
機
関
へ
提
出
を
求
め

る
も
の
。
審
査
の
結
果
全
会
一
致

で
採
択
し
意
見
書
を
衆
参
両
議

長
な
ど
９
人
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
北
町
公
園
の
改
修
に
伴

い
、
機
能
を
維
持
す
る
た

め
の
一
時
的
な
代
替
施
設

と
し
て
旧
真
庭
高
校
久
世

校
地
の
体
育
館
及
び
武

道
場
を
使
用
す
る
た
め
、

条
例
の
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

　

休
止
し
て
い
る
真
庭
北
部
火

葬
場
を
解
体
す
る
た
め
、
条
例
の

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
施
設
名
＝
二
川
み
ら
い
づ
く
り

セ
ン
タ
ー

　
指
定
先
＝
（
一
社
）
二
川
コ
ス

モ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
非
公
募
）

　

指
定
期
間　

令
和
７
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日

ま
で
（
３
年
間
）

二川みらいづくりセンター内のマンガ館　種

中和デイサービスセンター 八束老人福祉センター 湯原保健福祉センター

地
方
財
政
の
充
実・強
化

に
関
す
る
請
願

請
願

旧真庭高校久世校地武道場解体される北部火葬場　蒜山初和

県から移管された市道　下河内

　

施
設
名
＝
真
庭
市
湯
原
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
真
庭
市
八
束
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
真
庭
市
中
和

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

指
定
先

＝
社
会
福
祉
法
人
真
庭
市
社
会

福
祉
協
議
会（
非
公
募
）指
定
期

間 
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
12
年
３
月
31
日
ま
で（
５
年
間
）

写真最適化―済み写真最適化―済み

条 例 の 改 正

指
定
管
理
者
が
決
ま
る

二
川
み
ら
い
づ

く
り
セ
ン
タ
ー

真
庭
市
湯
原
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
ほ
か
２
施
設

真
庭
市
火
葬
場
条

例
の
一
部
改
正

市
道
、１
，２
１
１・２
㎞
に

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

真
庭
市
ス
ポ
ー

ツ
施
設
条
例
の

一
部
改
正

］
［

採
択
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令和５年度

緒形委員長

大月副委員長

513,338
102,599
1,460,128
19,336
31,597
435,261
155,970
121,111
196,825
58,837
410,157
136,901

3,642,060

493,267
77,560
650,363
5,262
4,659
2,926
932

12,906
1,247,675

490,388
77,444
633,100
5,131
4,552
2,917
932

11,433
1,225,897

947,992
303,943
40,551
98,840
369,936
96,807
35,006
37,073
31,770

1,171,310
21,173
72,543
109,727
3,336,671

143,838
144,269
133,910
115,935
174,009
172,254

14.1
2.8
40.1
0.5
0.9
12.0
4.3
3.3
5.4
1.6
11.3
3.8

100.0

22,690
436,013
863,363
397,772
221,997
76,281
266,223
136,860
385,944
6,503
517,995
107,171

3,438,812

0.7
12.7
25.1
11.6
6.5
2.2
7.7
4.0
11.2
0.2
15.1
3.1

100.0

122億5,897万円
２億1,778万円の黒字

決算審査特別委員会は、9月10日の本会議で付託された令和5年度真庭市一般会計決算の認定のほか、
特別会計、企業会計、計12件を 9月 18日、19日に審査しました。その概要をお知らせします。

20億3,248万円の黒字一般会計歳出決算額343億8,812万円
一般会計と特別会計の決算状況
　令和５年度の一般会計及び
特別会計を合わせた決算額は、
歳入 488 億 9,935 万円、歳出
466 億 4,708 万円であり、差
額は 22 億 5,227 万円の黒字
となりました。一般会計、特別
会計、企業会計決算 12 件はい
ずれも認定となりました。

監査委員からの意見
　市の財政状況についてみる
と、経常収支比率は 93.4％で、
前年度に比べ 1.7 ポイント上昇
し、財政力指数も 0.292 とな
っている。また、実質公債費比
率は 10.9％で将来負担比率は
前年度に引き続き、充当可能な
財源が将来負担額を上回って
いる。
　これらの指標のうち、経済収
支比率は 93.4％でわずかなが
ら硬直化が進んでいる。引き続
き高い水準にあることから、経
常経費の削減にさらなる努力と
工夫が求められる。将来にわた
って安定的な財政運営を維持
できるよう、今後とも健全な行
政経営と財政基盤の強化に努
められたい。
代表監査委員　　 近藤英幸氏
議会選出監査委員 　庄司史郎

写真最適化―済み写真最適化―済み
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施
し
ま
す
。
今
回
は
ポ
イ
ン
ト
の
受
取
上

限
を
設
け
ず
に
実
施
し
、
高
額
な
商
品
な

ど
に
も
関
心
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

を
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
者
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、事
業
者

の
売
上
げ
額
に
応
じ
て
手
数
料
負
担
を
減

ら
し
、
利
用
促
進
に
向
け
た
動
機
付
け
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、く
ら
し
応

援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
並
行
実
施
に
よ
り
、

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
使
え
る
店
舗
を
増
や
す
た
め
、こ
う
し

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
周
知
に
も
努
め
な
が
ら
、

商
工
会
等
と
も
引
き
続
き
連
携
し
て
増
加

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
店
舗
の
加
入
者
数
を

増
や
す
た
め
に
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
も
商
工
会
と
連
携
し
て

加
盟
さ
れ
て
な
い
店
舗
に
足
を
運

ん
で
営
業
を
し
て
い
る
。
こ
う
いっ
た
地
道

な
こ
と
と
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
通
し
て
、

加
盟
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者
の
方
に
は
少

し
で
も
前
向
き
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

使
館
が
手
配
し
た
船
舶
で
輸
送
し
、
11
月

頃
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
到
着
、引
渡
し
の
予
定

で
す
。

　
な
お
、
岡
山
県
と
在
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大

使
館
と
の
間
で
提
供
す
る
車
両
に
つ
い
て

は
、
人
命
救
助
活
動
や
復
興
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
よ
う
調
整
さ
れ
て
い

ま
す
。

岡
山
県
内
で
何
台
く
ら
い
を
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
送
る
予
定
で
あ
る
か
。

現
在
岡
山
県
が
取
り
ま
と
め
中

で
、
今
年
度
は
、
真
庭
市
の
車
両

の
み
と
聞
い
て
い
る
。

　
本
委
員
会
は
、６
月
11
日
、８
月
21
日
に

開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
緊
急
車
両
の
提
供

　
危
機
管
理
課
か
ら「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
緊

急
車
両
の
提
供
」
に
つ
い
て
、説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ロ
シ
ア
か
ら
の
侵
略
を
受
け
て
い
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
対
し
、岡
山
県
の
呼
び
か
け
に
応

え
、
処
分
す
る
予
定
で
あ
っ
た
救
急
車
１

台
と
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
１
台
を
無

償
提
供
し
、
人
命
救
助
と
復
興
を
支
援
し

ま
す
。
こ
れ
は
、６
月
24
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
駐
日
大
使
が
、
岡
山
県
の
伊
原
木
知
事

を
訪
問
さ
れ
た
際
に
、
資
機
材
が
慢
性
的

に
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
使
わ
な
く
な

っ
た
救
急
車
や
消
防
車
の
寄
附
を
要
請
さ

れ
、
岡
山
県
が
県
内
の
市
町
村
へ
呼
び
か

け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
譲
渡
事
務

手
続
き
の
あ
と
、
提
供
す
る
車
両
を
岡
山

県
が
手
配
し
た
運
送
業
者
が
引
き
上
げ

後
、
車
両
点
検
を
行
い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大

ウクライナへの緊急車両の出発式　岡山県庁

総
務
常
任
委
員
会

問

問答

令和５年度

緒形委員長

大月副委員長

513,338
102,599
1,460,128
19,336
31,597
435,261
155,970
121,111
196,825
58,837
410,157
136,901

3,642,060

493,267
77,560
650,363
5,262
4,659
2,926
932

12,906
1,247,675

490,388
77,444
633,100
5,131
4,552
2,917
932

11,433
1,225,897

947,992
303,943
40,551
98,840
369,936
96,807
35,006
37,073
31,770

1,171,310
21,173
72,543
109,727
3,336,671

143,838
144,269
133,910
115,935
174,009
172,254

14.1
2.8
40.1
0.5
0.9
12.0
4.3
3.3
5.4
1.6
11.3
3.8

100.0

22,690
436,013
863,363
397,772
221,997
76,281
266,223
136,860
385,944
6,503
517,995
107,171

3,438,812

0.7
12.7
25.1
11.6
6.5
2.2
7.7
4.0
11.2
0.2
15.1
3.1

100.0

122億5,897万円
２億1,778万円の黒字

《
危
機
管
理
課
》

《
総
合
政
策
課
》

答

■
ま
に
こ
い
ん
の
進
捗

　

総
合
政
策
課
か
ら
「
ま
に
こ
い
ん
の
進

捗
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

に
こ
い
ん
は
、
市
民
に
身
近
な
ア
プ
リ
と
な

る
よ
う
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
様
々
な
情
報
や
ア
プ
リ
を
利

活
用
し
て
い
く
た
め
の
連
携
基
盤
、
実
装

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
直
近
の
動
き
と
し
て
、７
月
16
日
か
ら
チ

ャ
ー
ジ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

ロ
ー
ソ
ン
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
チ
ャ
ー
ジ
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、チ
ャ
ー
ジ
へ
の
意
識
づ

け
や
、流
通
量
の
増
加
に
つ
な
げ
る
た
め
、

短
い
期
間
で
し
た
が
、実
施
し
ま
し
た
。
期

間
中
の
チ
ャ
ー
ジ
実
績
が
３
，５
０
０
万
円

弱
で
、
今
後
、
消
費
活
動
に
繋
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
数
は

増
加
の
速
度
が
落
ち
つ
い
て
い
ま
す
が
、
チ

ャ
ー
ジ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
も
あ
り
、
７

月
は
こ
れ
ま
で
よ
り
も
ユ
ー
ザ
ー
数
が
増

加
し
ま
し
た
。

　
８
月
か
ら
開
始
し
た
く
ら
し
応
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、
こ
ち
ら
も
流
通
量
の
増
加
や

日
常
利
用
の
浸
透
拡
大
を
目
的
と
し
て
実

まにこいんアプリの画面

写真最適化―済み写真最適化―済み
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■
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

　
く
ら
し
安
全
課
か
ら
、
第
５
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
策
定
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

第
４
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
が

令
和
７
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
第

５
次
の
計
画
策
定
に
向
け
、
今
年
度
か
ら

準
備
を
進
め
ま
す
。
今
年
度
は
、
市
民
を

中
心
に
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
調

査
を
行
い
、
調
査
に
ま
に
こ
い
ん
ア
プ
リ
を

活
用
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、６
月
13
日
、８
月
20
日
に

開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

  

■
学
校
給
食
費

　
教
育
総
務
課
か
ら
、
学
校
給
食
費
の
あ

り
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
会
と
し
て
一
定
の
方
向
性

を
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会

事
務
局
が
、今
年
、５
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
共
同
調
理
場
の
運
営
委
員
会
な
ど
で
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
か
ら
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
し
ま

し
た
。全
体
的
に
は
無
償
化
へ
の
要
望
の
声

は
少
な
く
、
一
定
の
保
護
者
負
担
は
認
め

つ
つ
も
、
保
護
者
も
子
ど
も
も
給
食
を
通

じ
た
学
び
や
安
全
安
心
な
食
材
提
供
へ
の

要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
量
と

質
の
確
保
の
た
め
に
は
値
上
げ
は
仕
方
が

な
い
と
いっ
た
意
見
や
、
物
価
高
騰
に
対
す

る
真
庭
市
の
支
援
等
に
は
満
足
し
て
い
る

と
の
結
果
が
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

令
和
７
年
度
の
見
込
み
で
１
食
あ

た
り
の
保
護
者
負
担
額
が
物
価
高

騰
等
の
影
響
で
上
が
っ
た
場
合
、
市
が
負

担
す
る
金
額
は
ど
う
す
る
の
か
。

保
護
者
負
担
額
を
、
今
ま
で
ど
お

り
270
円
の
ま
ま
維
持
す
る
か
ど
う

か
、
教
育
委
員
会
等
で
経
済
情
勢
も
含
め

な
が
ら
検
討
す
る
。

■
久
世
第
二
こ
ど
も
園（
仮
称
）建
設　

　
基
本
計
画

　

子
育
て
支
援
課
か
ら
、
久
世
第
二
こ
ど

も
園
（
仮
称
）
建
設
基
本
計
画
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
建
設
予
定
地
は
、旧
真
庭
高
校
久
世
校

地
で
土
地
所
有
者
の
岡
山
県
と
無
償
で
使

用
賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ
予
定
で
す
。
園
舎

の
延
床
面
積
は
１
，
５
０
０
㎡
か
ら
１
，

７
０
０
㎡
、
園
庭
は
１
，
５
０
０
㎡
程
度

で
木
造
平
屋
と
し
、
利
用
定
員
は
150
人
で

す
。
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
２
室
ず
つ

と
、
一
時
保
育
室
、
医
療
的
ケ
ア
児
保
育

室
を
確
保
し
ま
す
。
調
理
室
は
共
同
調
理

場
機
能
を
有
し
、
久
世
地
区
の
他
の
園
の

給
食
を
調
理
・
配
送
す
る
想
定
で
す
。
開

園
の
時
期
は
、
令
和
９
年
４
月
を
予
定
し

て
い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
の
希
望
が

あ
れ
ば
、
保
育
す
る
場
を
確
保
す

る
体
制
な
の
か
。

そ
の
様
な
体
制
で
、
開
園
に
向
け

準
備
を
し
た
い
。

保
護
者
に
、
開
園
予
定
時
期
を
、

今
年
の
10
月
の
入
園
申
込
に
周
知

は
で
き
な
い
か
。

10
月
の
入
園
申
込
案
内
に
記
載

し
、
周
知
す
る
。

《
生
活
環
境
部
》

築50年が経過している久世第二保育園　台金屋

子ども達においしい給食を　食育センター

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問

答

問 問答 答

《
教
育
委
員
会
》

《
健
康
推
進
部
》

写真最適化―済み写真最適化―済み
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■
小
水
力
発
電
事
業
の
推
進
に
関
す
る

　
連
携
協
定
に
つ
い
て

　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
か
ら
、
小
水

力
発
電
事
業
の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
真
庭
市
と
株
式

会
社
森
と
み
ず
の
ち
か
ら
及
び
株
式
会
社

両
備
エ
ネ
シ
ス
の
３
者
で
す
。
小

水
力
発
電
の
推
進
に
よ
り
、新
た

な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開

発
は
も
と
よ
り
、地
域
の
資
源
循

環
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、あ
わ

せ
て
脱
炭
素
社
会
の
実
現
な
ど

目
的
と
し
て
実
施
を
し
て
い
き

ま
す
。

事
業
資
金
の
構
築
を
進

め
て
い
く
上
で
、
信
託
方

式
を
採
用
す
る
よ
う
な
ス
キ
ー

ム
ま
で
、
今
の
段
階
で
構
想
は

持
っ
て
い
る
の
か
。

他
所
の
事
例
だ
と
信
託

会
社
が
間
に
入
っ
て
、
資

金
の
調
達
な
ど
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
株
式
会
社
森
と
み
ず
の
ち
か
ら

の
小
水
力
発
電
を
担
う
担
当
の

方
が
実
は
そ
こ
の
信
託
会
社
の

関
係
の
方
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
ス
キ
ー
ム

は
全
国
で
500
箇
所
以
上
や
ら
れ
て
い
る
方

な
の
で
ノ
ウ
ハ
ウ
は
持
た
れ
て
い
る
。そ
う
い

っ
た
信
託
を
利
用
し
た
形
で
の
資
金
の
調

達
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

発
生
し
た
電
力
を
ど
う
や
っ
て
運

ぶ
か
、と
い
う
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ

ッ
ド
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、そ

の
点
の
検
討
は
ど
う
な
の
か
。

こ
の
事
業
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
で
売
電

を
考
え
て
い
る
。有
事
の
際
に
は
、

地
域
の
中
で
電
気
が
使
え
る
こ
と
も
検
討

し
な
が
ら
、
防
災
力
の
強
化
も
焦
点
に
入

れ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
市
役
所
に
情
報

を
集
め
、
窓
口
機
能
を
設
置
す
る
事
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

営
利
団
体
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な

い
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
に
行
政
が

関
わ
る
か
は
難
し
い
と
は
思
う
が
、
そ
の

辺
の
整
理
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

北
房
に
こ
の
話
を
持
っ
て
い
く
と
北

房
の
話
が
、
蒜
山
に
持
っ
て
行
け
ば

蒜
山
の
話
と
、地
域
ご
と
に
抱
え
て
い
る
課

題
、
問
題
意
識
は
違
う
と
感
じ
て
い
る
。

実
際
に
受
け
皿
を
現
場
に
実
装
し
て
い
く

と
き
に
、
画
一
的
な
仕
組
み
で
や
っ
て
も
、

う
ま
く
い
か
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
最
終
的

に
は
、
そ
の
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
ご

と
に
、う
ま
く
い
く
よ
う
な
形
で
論
点
を
整

理
し
て
い
け
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
委
員
会
は
、６
月
12
日
、８
月
22
日
に

開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
真
庭
の
農
業
戦
略
に
向
け
た
調
査・分

　
析
事
業
に
つ
い
て

　
農
業
振
興
課
か
ら
、
真
庭
の
農
業
戦
略

に
向
け
た
調
査
・
分
析
事
業
に
つ
い
て
、
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
生
産
、
販
売
・
消
費
、
人
材

育
成
、
調
達
と
４
つ
の
部
門
に
課
題
を
分

け
、
こ
れ
を
バッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
支
援
体
制

組
織
と
、
情
報
の
集
約
を
図
っ
て
い
く
受

け
皿
を
つ
く
る
と
い
う
論
点
を
整
理
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
農
業
課
題
解
決

支
援
の
受
け
皿
を
立
ち
上
げ
る
合
意
形
成

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
畜
種
の
ほ
う
で
は

既
存
の
農
業
体
の
経
営
の
強
化
も
含
め
て

「
今
後
誰
に
引
き
継
い
で
い
く
の
か
（
第

三
者
継
承
）」と
い
う
論
点
を
さ
ら
に
深
掘

り
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

第
三
者
継
承
の
為
の
窓
口
情
報
集
約

機
能
を
市
役
所
の
ほ
う
に
設
置
し
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
あ
り
、
ま
ず
は
ア
ン
ケ
ー
ト

《
産
業
観
光
部
》

笹川小水力発電所　富山県朝日町

産
業
建
設
常
任
委
員
会

真庭の農業が続いていくために

問

問

問

答

答

答

写真最適化―済み写真最適化―済み
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消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら
脱
却

す
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
重
要
な

政
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
何
を

ど
う
す
べき
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
５
０
年

ま
で
若
年
女
性
が
50
％
以
上
減

少
す
る
と
こ
ろ
が
該
当
す
る
が
、

真
庭
市
は
51.9
％
で
あ
る
。
前
回
の

推
計
よ
り
0.3
改
善
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
改
善

の
内
に
入
ら

な
い
。
30
年

間
で
50
％
若

年
女
性
が
減

る
と
い
う
の

は
大
変
な
話

で
あ
る
。

よ
う
な
政
策
・
施
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　

林
文
科
省
大
臣
時
に
大
臣
懇

談
会
の
委
員
と
し
て
、
Ｓｏｃ
ｉｅ

ｔｙ
5.0
社
会
に
お
け
る
今
後
の
教

育
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

　
技
術
的
な
面
で
は
Ａ
Ｉ
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
ド
ン
ド
ン
変
わって

い
く
の
は
事
実
で
あ
る
。
た
だ
、デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
で
あ
れ
、

デ
ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
、
日
本
が
活

性
化
、
地
域
が
活
性
化
で
き
る
と

言
う
の
は
お
か
し
い
と
思
っ
て
い

る
。あ
く
ま
で
デ
ジ
タ
ル
は
一
つ
の

ツ
ー
ル
で
あ
る
。
ま
に
こ
い
ん
に
つ

い
て
も
Ｓｏｃ
ｉｅ
ｔｙ
5.0
タ
イ
プ

を
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
今
ま
で
も
総
合
計
画
の
中
で
い

ろ
い
ろ
やって
き
た
が
、人
口
減
少

対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
て
、
い
ろ

ん
な
検
討
を
し
て
い
る
。

　
真
庭
に
も
っ
と
多
く
の
人
に
入

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
そ
う

い
う
真
庭
を
つ
く
っ
て
今
住
ん
で

い
る
人
と
い
い
意
味
で
刺
激
し
合

っ
て
活
力
を
も
た
ら
す
事
を
し
た

い
。
本
当
に
特
効
薬
は
無
い
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
き
な

が
ら
議
会
で
も
提
案
を
し
て
も
ら

い
た
い
。

　
令
和
３
年
、文
部
科
学
省
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
白
書
の
中
で
Ｓｏｃ

ｉｅ
ｔｙ
5.0
の
実
現
に
向
け
て
と

し
て
様
々
な
政
策
を
提
言
し
て

い
る
が
、
真
庭
市
に
お
い
て
今
後

ど
の
よ
う
に
進
む
べ
き
道
を
描
い

て
い
る
の
か
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ど
の

一
般
質
問

真庭市議会
９月定例会

９
月
定
例
会
の
議
事
録
は

12
月
上
旬
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
等
で
読
み
取
る
と
、

一
般
質
問
が
視
聴
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
個
人
質
問
は
800
字
以
内
で
、

質
問
し
た
議
員
本
人
が
ま
と
め
て
い
ま
す
。

・・

太田昇市長三ツ宗宏教育長

答  弁  者

スマート農業　樫西

問 加
藤 

大
悟

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問

消
滅
可
能
性
自
治
体
か

ら
脱
却
す
る
た
め

Ｓｏｃ
ｉｅ
ｔｙ
5.0
時
代

に
向
け
て

　真庭市議会定例会は真庭いきいきテレビ「MⅠＴ」
のサブチャンネル（１２２）で生中継しています。一
般質問や各常任委員会付託案件審査は、録画して
後日放送しています。また、ＧＩＫＡＩ　ＨＥＡＤＬＩＮＥ
は、真庭いきいきテレビYouTubeチャンネルで定例
会閉会２週間後から２週間視聴できます。ＭＩＴのニュ
ースもご覧ください。ダ

ブ
ル
リ
ボ
ン
月
間

議
会
を
傍
聴
し
て
下
さ
い

太田市長（左）近藤代表監査（右）
議会中継議場に４台の

固定カメラがある

員
の
発
言
の
際
、
傍
聴
席
が
生
中

継
に
映
り
込
む
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
・
オ
レ

ン
ジ
リ
ボ
ン
」
と「
女
性
に
対
す
る

暴
力
根
絶
・パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
」の
月

間
で
す
。
私

た
ち
議
員
も

上
の
リ
ボ
ン

を
付
け
議
会

活
動
を
展
開

し
ま
す
。

　
真
庭
市
議
会
の
本
会
議・常
任

委
員
会
を
間
近
で
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
議
会
広
報
の
紙
面
で

は
、
お
伝
え
で
き
て
な
い
議
員
の

生
の
活
動
が
伝
わって
き
ま
す
。

　
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議

会
開
催
中
に
市
役
所
４
階
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
議
場
の
入
り
口

で
、住
所
、氏
名
、年
齢
を
ご
記
入

い
た
だ
け
れ
ば
、簡
単
に
傍
聴
席
へ

お
入
り
い
た
だ
け
ま
す
。
傍
聴
席

は
、30
席
用
意
し
て
い
ま
す
。本
会

議
の
様
子
は
、真
庭
い
き
い
き
テ
レ

ビ
で
生
中
継
さ
れ
て
い
ま
す
。
議

ご視聴
下さい

写真最適化―済み写真最適化―済み
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一 般 質 問

　

工
事
が
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
真
庭
市
議
会
も
他
の
議
会

と
一
緒
に
な
っ
て
動
い
た
こ
と
も

大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。
議
員

指
摘
の
よ
う
に
将
来
、
飲
料
水

と
し
て
水
源
と
し
て
確
保
し
た

方
が
良
い
と
い
う
思
い
は
そ
の

と
お
り
で
あ
る
。
水
質
調
査
を 

ネ
ク
ス
コ
西

日
本
の
お
金

で
し
て
も
ら

い
、
使
え
る

水
で
あ
る
な

ら
交
渉
す

る
。
水
は

世
界
的
に
み

た
ら
も
の
す 

ご
い
重
要
な

資
源
だ
か

ら
、
そ
う
い

う
真
庭
の
資

源
は
大
事
に

し
な
が
ら
、 

必
要
な
確
保

が
で
き
る
も

の
は
先
手
を

打
つ
よ
う
な

考
え
方
は
、

質
問
と
同
じ

な
の
で
対
応

し
て
い
く
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
度
の
工
事
に
伴

う
地
下
水
を
水
質
検
査
の
上
、

良
質
な
飲
料
水
と
認
め
ら
れ
れ

ば
、
第
２
の
水
源
と
し
て
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
以

前
、関
係
者
に
も
強
く
要
望
し
て

お
り
、
真
庭
市
と
し
て
ネ
ク
ス
コ

西
日
本
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ

ー
チ
を
し
、現
在
ど
の
よ
う
な
状

況
な
の
か
伺
う
。

　
①
初
め
か
ら
傾
斜
を
前
提
で
造

って
お
り
、
年
齢
に
よ
って
は
遠
慮

し
て
と
書
い
て
い
る
。斜
面
も
一
つ

の
特
徴
。
遊
具
の
移
転
は
考
え
て

い
な
い
。

　
②
勝
手
に
遊
具
を
置
く
と
い
う

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
地
域
と

十
分
検
討
し
て
い
く
。

　
③
ア
ン
ケ
ー
ト
も
し
て
い
る
が
、

公
園
等
整
備
す
る
計
画
は
な
い
。

　
④
夏
場
も
安
全
に
、全
天
候
型

の
遊
び
場
に
つ
い
て
、
全
庁
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り
、検
討
を
始

め
て
い
る
。

　
①
わ
ん
ぱ
く
広
場
は
急
斜
面

に
遊
具
が
設
置
さ
れ
、３
歳
の
子

ど
も
に
は
危
険
。遊
具
を
移
転
し

て
は
ど
う
か
。

　
②
川
東
公
園
や
住
宅
地
に
落

合
振
興
局
に
あ
る
よ
う
な
遊
具

を
設
置
し
、子
育
て
す
る
親
に
喜

ば
れ
る
事
業
に
。

　
③
久
世
校
地
跡
地
、
利
活
用

構
想
の
若
者
住
宅
ゾ
ー
ン
に
公

園
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
④
夏
の
危
険
な
暑
さ
の
た
め

外
に
出
な
い
よ
う
注
意
喚
起
し

て
い
る
が
、
真
庭
で
育
つ
子
ど
も

の
た
め
に
屋
内
遊
技
場
を
建
て

て
は
ど
う
か
。

　
米
子
自
動
車
道
完
全
４
車
線

化
は
長
年
の
要
望
活
動
が
実
を

結
び
、真
庭
市
側
の
主
要
工
事
で

あ
る
三
平
山
ト
ン
ネ
ル
約
2.3
ｋｍ

の
本
格
工
事
が
始
ま
っ
た
。
近
年

の
異
常
気
象
に
よ
る
水
不
足
は

顕
著
で
あ
り
、真
庭
市
の
水
道
行

政
に
と
っ
て
も
、
今
後
の
大
き
な

課
題
だ
と
思
う
。

　
①
デ
ー
タ
画
面
の
市
か
ら
の

お
知
ら
せ
等
情
報
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
が
、詳
し
く
は
別
添
の

チ
ラ
シ
や
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
下
さ
い
と
な
る
。
画
面
の
中
で

全
て
完
結
で
き
な
い
の
か
。

　

②
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
は
見
た
い

場
所
を
拡
大
し
て
見
え
な
い
か
。

　
③
真
庭
市
以
外
の
番
組
が
多

い
が
、市
民
が
望
ん
で
い
る
番
組

な
の
か
。

　
④
月
額
利
用
料
１
，
８
０
０
円

は
妥
当
な
金
額
か
。

　
①
②
デ
ー
タ
容
量
の
問
題
が
あ

る
。設
備
更
新
等
計
画
的
に
行
う
。

　
③
視
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
繰
返

し
放
送
の
苦
情
が
あ
り
、
番
組
数

を
１
日
２
本
か
ら
10
本
に
増
や
し

た
。
制
作
番
組
は
無
料
の
も
の
を

入
れ
て
い
る
。

　
④
見
直
し
も
必
要
だ
が
、で
き

る
限
り
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
悪
か
ろ
う
安
か
ろ
う
は
駄

目
だ
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

落合振興局の遊具　落合垂水

米子自動車道三平山トンネル予定地　蒜山上徳山

真
庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ

の
番
組
内
容

真
庭
で
育
つ
子
ど
も
の

た
め
の
公
園
を

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
伴
う

水
源
の
確
保

問 西
田 

文
子

問 長
尾  

修 

問

写真最適化―済み写真最適化―済み
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携
帯
電
話
の
位
置
情
報
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
履
歴
等
に
よ

っ
て
人
の
流
れ
や
行
動
、
興
味
を

持
つ
対
象
や
選
考
等
、
恐
ろ
し
い

ほ
ど
詳
し
く
分
析
で
き
る
時
代

と
な
っ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
は

施
策
の
策
定
あ
る
い
は
方
向
性

検
討
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
活
用
、あ
る
い
は
活

用
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　

ど
う
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
の

か
、
そ
れ
を
把
握
し
て
、
ま
た
そ

の
デ
ー
タ
が
ど
う
活
用
で
き
る
の

か
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
分
析
は
ど

う
な
の
か
等
、
今
後
の
行
政
を
進

め
る
上
で
非
常
に
重
要
。
特
に
観

光
関
係
の
人
流
調
査
は
基
礎
的

な
も
の
だ
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
あ
り
、
そ
れ

を
使
え
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
し

て
ま
た
そ
れ
を
実
際
に
使
え
る
人

材
を
も
っ
と
つ
く
って
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
る
。

　
岡
山
県
内
の
自
治
体
間
で
も

公
費
負
担
の
差
が
出
て
き
た
。令

和
６
年
８
月
時
点
で
新
庄
村
、新

見
市
、
奈
義
町
、
勝
央
町
、
久
米

南
町
、吉
備
中
央
町
、総
社
市
、

備
前
市
、早
島
町
、瀬
戸
内
市
、

赤
磐
市
、
和
気
町
の
12
市
町
村

が
無
償
化
（
半
額
免
除
等
を
含

む
）
を
行
っ
て
い
る
。
給
食
費
無

償
化
に
向
け
て
教
育
委
員
会
が
一

歩
踏
み
出
す
事
は
、真
庭
市
が
行

う
こ
ど
も
は
ぐ
く
み
応
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
環
に
な
ら
な
い
か
。

　

学
校
給
食
費
は
学
校
教
育
法

に
よ
っ
て
保
護
者
負
担
と
さ
れ
て

い
る
。
真
庭
市
単
独
で
給
食
費
の

無
償
化
を
行
う
方
向
に
は
な
い
。

　

議
員
の
提
案
に
も
あ
る
真
庭

版
ア
ル
ム
ナ
イ
制
度
の
活
用
と
い

う
こ
と
も
、
今
後
の
検
討
と
し
て

い
く
。

　
真
庭
市
全
国
大
会
等
賞
賜
金

交
付
規
程
に
よ
れ
ば
、「
全
国
規

模
以
上
の
競
技
会
又
は
コ
ン
ク

ー
ル
等
に
出
場
す
る
個
人
又
は

団
体
に
対
し
」
と
あ
る
。

　
保
護
者
か
ら
は「
子
ど
も
達
が

頑
張
っ
た
結
果
と
し
て
貴
重
な
体

験
が
で
き
る
事
は
嬉
し
い
が
、
親

と
し
て
は
経
済
的
な
負
担
が
大

き
い
。子
育
て
支
援
を
う
た
う
真

庭
市
の
支
援
体
制
と
し
て
は
不

十
分
で
は
な
い
か
。
ス
ポ
ー
ツ
を

頑
張
る
子
ど
も
達
や
保
護
者
の

為
に
も
、も
う
少
し
支
援
が
必
要

で
は
な
い
か
」
と
相
談
が
あ
り
、

そ
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
せ
っ
か

く
賞
賜
金
が
あ
っ
て
も
、
対
象
数

が
少
な
け
れ
ば
、子
ど
も
達
の
為

に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
昨
今
の
物
価
上
昇
を
鑑
み
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
考
え
る

と
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
対
す
る

大
会
区
分
に
お
け
る
交
付
対
象

の
拡
大
、賞
賜
金
及
び
加
算
金
の

増
額
、
年
度
予
算
額
に
つ
い
て
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。賞
賜
金
規
程
の
見
直
し
に

つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　
住
民
か
ら
言
わ
れ
た
か
ら
、
そ

れ
は
負
担
が
少
な
い
ほ
う
が
い
い

ね
と
、
い
う
よ
う
な
発
想
だ
け
で

見
る
の
で
は
な
く
て
、
限
ら
れ
た

予
算
を
ど
う
い
う
趣
旨
で
ど
う
使

う
の
か
と
い
う
掘
り
下
げ
た
思
考

が
必
要
だ
ろ
う
と
思
って
い
る
。今

の
と
こ
ろ
す
る
気
は
な
い
。

　

市
の
直
営
施
設
で
あ
る
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
「
蒜
山
ひ
と
と
き
」

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
ゆ
フ

ィ
ス
」
の
稼
働
が
残
念
な
こ
と
に

あ
ま
り
芳
し
く
な
い
よ
う
に
見

受
け
る
。

　
利
用
促
進
に
向
け
た
方
策
の

一
つ
と
し
て
、
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
た
め
の
拠
点
化
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
一
部
の
民
間
企
業
が
行
っ
て
い

る
ア
ル
ム
ナ
イ
制
度
、大
雑
把
に

言
う
と
、
転
職
や
独
立
の
た
め

に
企
業
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た

人
材
の
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
を
ア
シ

ス
ト
し
、時
に
は
再
雇
用
す
る
よ

う
な
制
度
だ
が
、
真
庭
市
出
身

の
、あ
る
い
は
真
庭
に
何
ら
か
の

縁
が
あ
る
人
た
ち
が
、
自
分
た

ち
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
向
け

た
事
業
創
出
や
情
報
交
換
の
た

め
の
場
と
す
る
よ
う
な
仕
掛
け

が
検
討
で
き
な
い
も
の
か
。

　
指
摘
の
よ
う
に
、
十
分
な
活
用

と
い
う
と
こ
ま
で
いって
い
な
い
。

施
策
検
討
に
お
け
る

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の

活
用
に
向
け
た
方
策

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の

支
援

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問

問 𠮷
原 

啓
介

問 淺
野 

和
昭

蒜山ひとときの活用促進を　蒜山上福田

楽しい給食を　教育総務課提供

給
食
費
無
償
化

問

答
三
ツ
教
育
長

写真最適化―済み写真最適化―済み
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盤
が
掘
り
崩
さ
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
あ
ま
り
危
機
感
が
出
て

い
な
い
。
そ
れ
は
毎
日
、
頑
張
っ

て
い
る
が
、だ
か
ら
余
計
に
怖
い
。

　

高
校
は
教
育
基
盤
だ
が
、
高

校
を
卒
業
し
た
方
が
真
庭
の
林

業
・
農
業
を
支
え
る
中
心
の
方
だ

っ
た
。
だ
か
ら
、
教
育
基
盤
と
産

業
基
盤
と
も
本
当
に
密
接
に
関

係
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で

死
に
か
け
て
い
る
と
い
う
表
現
を

使
っ
た
。

　
例
え
ば
市
民
課
、
環
境
課
と

い
う
名
称
表
示
は
執
行
部
感
覚

の
も
の
で
あ
る
。
市
民
の
目
的
は

戸
籍
、パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
で
あ

り
、
ご
み
に
関
す
る
こ
と
を
聞
き

問

広島県廿日市市役所の業務案内板

一 般 質 問

た
い
の
で
あ
る
。
市
民
の
来
庁
の

目
的
に
合
う
大
き
な
文
字
が
目

に
飛
び
込
ん
で
く
れ
ば
、窓
口
が

非
常
に
分
か
り
や
す
い
。

　
そ
こ
で
、市
民
に
分
か
り
や
す

い
業
務
案
内
板
を
設
置
し
、
窓

口
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
を
行
う
考
え

は
な
い
か
、
市
長
の
見
解
を
求
め

る
。

　

市
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い

市
役
所
と
い
う
こ
と
で
、
職
員
も

い
ろ
い
ろ
工
夫
を
し
て
い
る
が
、も

う
一
度
、
市
民
目
線
で
考
え
て
い

く
。

　
8
月
７
日
に
開
か
れ
た
岡
山

県
市
長
会
議
に
お
い
て
、「
真
庭

市
と
か
県
北
は
死
に
そ
う
な
ん

で
す
よ
」と
切
り
取
ら
れ
た
市
長

発
言
の
ニュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
。

私
た
ち
市
民
も
人
口
減
少
問
題

に
は
強
い
危
機
感
を
有
し
て
い

る
。真
庭
市
に
想
定
さ
れ
る
問
題

点
を
共
有
し
、こ
の
由
々
し
き
事

態
を
市
民
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を

出
し
、行
動
に
移
す
契
機
と
し
た

い
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

本
当
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
。
人
口
減
少
は
日
本
全

体
の
問
題
で
あ
り
、
明
治

維
新
か
ら
150
年
で
４
倍
に

膨
れ
上
が
る
ほ
う
が
異
常

な
の
か
も
し
れ
な
い
。都
市

部
と
農
山
村
部
の
過
疎
と

過
密
が
本
当
に
ひ
ど
い
。そ

れ
が
ま
だ
進
む
。
農
山
村

で
は
鉄
道
・
医
療
・
教
育

問
題
を
含
め
て
基
盤
が
掘

り
崩
さ
れ
て
い
る
。人
口
は

じ
わ
じ
わ
減
っ
て
生
活
基

　
収
益
施
設
で
赤
字
を
毎
年
出

し
て
い
る
施
設
が
Ｂ
評
価
で
適

正
で
あ
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｃ

評
価
の
改
善・指
導
措
置
を
実
施

と
い
う
評
価
が
正
し
い
の
で
は

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
実
態
を
正
確
に
表
し
て
い
る

評
価
表
に
な
っ
て
い
る
の
か
見
直

し
を
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

　
評
価
表
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

そ
う
い
う
質
問
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
を
、
評
価
す
る
側
の
方
々
に

伝
え
る
し
、
私
も
不
断
の
見
直
し

を
す
る
。

　
収
支
の
状
況
も
一
つ
の
評
価
項

目
だ
が
、指
定
管
理
者
が
自
主
事

業
で
ど
れ
だ
け
頑
張
っ
て
い
る
と

か
、
社
会
貢
献
、
地
域
貢
献
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
総
合
し
て
評

価
点
を
付
け
て
い
る
。
赤
字
で
あ

る
か
ら
Ｃ
、Ｄ
と
い
う
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

　
こ
こ
何
年
か
岡
山
中
央
総
合

情
報
公
社
の
業
務
ミ
ス
に
よ
り
、

市
民
に
迷
惑
を
お
か
け
す
る
事

態
が
相
次
い
で
い
る
。
今
後
も
続

く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
行
政
に
対
す

る
市
民
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
に

も
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
行
政
不

信
を
招
く
恐
れ
も
あ
る
と
思
う
。

　
度
々
起
こ
っ
た
処
理
ミ
ス
は
何

人
口
減
少
問
題

業
務
案
内
板
の
設
置

業
務
ミ
ス
頻
発
の
情
報

公
社
の
改
革
は

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問 妹
島 

弘
和

問 庄
司 

史
郎

答
木
村
総
合
政
策
部
長

答
木
村
総
合
政
策
部
長

問指
定
管
理
者
制
度
の

運
用
改
革
を

が
原
因
か
。
組
織
的
な
管
理
、運

営
体
制
に
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
最
大
の
契
約
者
の
真
庭
市
と
し

て
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。 

組
織
体
制
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い

な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
ミ

ス
が
連
発
し
た
。
理
事
長
も
し
て

い
る
が
、
真
庭
市
と
し
て
公
社
の

健
全
な
成
長
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
。

　
チ
ェッ
ク
体
制
と
い
う
の
が
人

員
の
関
係
も
あ
っ
て
、
う
ま
く
い

って
な
い
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
い

る
。
組
織
体
制
も
公
社
の
方
で

改
革
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
事
あ
る
ご
と
に
、こ
ち
ら
も
チ

ェッ
ク
体
制
を
強
化
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
る
。 美咲町にある岡山中央情報公社

写真最適化―済み写真最適化―済み
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想
定
さ
れ
る
が
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

　
③
指
定
給
与
管
理
施
設
も
公

共
施
設
で
す
。老
朽
化
し
て
い
る

施
設
が
多
い
が
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

　
①
競
い
合
って
、ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
う
企
業
が
少
な
い
真
庭
市

の
場
合
や
む
を
得
な
い
が
、
本
来

の
目
的
達
成
の
た
め
不
断
に
改

革
改
善
を
保
ち
続
け
る
。

　

①
広
い
真
庭
市
で
自
主

防
災
組
織
も
大
き
い
。
学
習

会
と
か
、ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
し
か

出
ら
れ
な
い
方
へ
は
別
途
実

態
を
踏
ま
え
て
考
え
る
。
②

避
難
場
所
は
お
寺
も
お
宮
も

あ
り
、
一
時
的
に
改
修
で
き

る
か
、
難
し
い
点
は
あ
る
。

ど
う
し
て
も
こ
こ
は
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と

が
あ
れ
ば
、
個
々
に
対
応
さ
せ
て

も
ら
う
。
③
色
ん
な
事
情
の
あ
る

方
々
の
観
点
か
ら
避
難
所
整
備

や
、地
域
防
災
計
画
の
修
正
を
行

う
。
④
社
協
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
。
連
携
す
る
。

　

相
談
に
行
き
づ
ら
い
方
も
い

る
。
ど
ん
ど
ん
相
談
に
来
て
い
い

ん
だ
よ
と
、
ウ
エ
ル
カ
ム
な
姿
勢

で
相
談
窓
口
の
Ｐ
Ｒ
を
。
独
自
の

支
援
策
を
強
く
打
ち
出
す
自
治

体
も
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
、
デ
ザ

イ
ン
や
介
護
な
ど
、真
庭
市
に
あ

っ
た
就
労
支
援
策
を
。
移
住
施
策

で
は
、真
庭
市
は
ひ
と
り
親
家
庭

ウ
エ
ル
カ
ム
と
い
う
姿
勢
を
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
、
予
想
し
難
い

色
ん
な
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
特

に
気
に
留
め
た
対
応
を
し
て
い
く
。

　
真
庭
市
に
は
指
定
管
理
施
設

が
32
施
設
あ
り
、所
管
部
署
の
み

で
み
る
と
産
業
振
興
施
設
が
50

％
を
超
え
て
い
る
。

　
①
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
、応
募
者
が
少
な
く
継
続
が

多
い
が
見
解
を
伺
う
。

　

②
イ
ン
フ
レ
の
時
代
に
入
ろ

う
と
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
上
昇
分

だ
け
で
な
く
給
与
も
上
が
る
と

　
①
自
主
防
災
組
織
の
活
動
は

地
域
差
が
生
じ
て
い
る
。地
域
ご

と
に
小
規
模
で
多
く
取
り
組
む

に
は
人
手
が
必
要
。振
興
局
と
連

携
の
際
は
、防
災
の
優
先
順
位
が

下
が
ら
な
い
よ
う
、予
算
や
人
員

の
追
加
配
置
を
。防
災
出
前
講
座

は
土
日
祝
限
定
に
な
っ
た
。
講
座

や
訓
練
を
受
け
や
す
い
取
組
み

を
。②
真
庭
市
の
指
定
避
難
場
所

は
、安
心
し
て
避
難
す
る
に
は
使

い
づ
ら
い
場
所
が
あ
る
。
整
備
や

改
修
の
補
助
金
設
置
を
。③
災
害

時
は
障
が
い
者
や
お
年
寄
り
、女

性
な
ど
が
辛
い
状
況
に
追
い
込

ま
れ
や
す
い
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

防
災
、
社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮
を

含
め
、合
併
前
の
旧
町
村
資
料
の

ア
ー
カ
イ
ブ
な
ど
も
行
い
、真
庭

市
防
災
計
画
の
見
直
し
を
。
④

福
祉
か
ら
防
災
を
考
え
る
こ
と

は
大
切
。災
害
時
に
は
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
団
体
が
復
旧

復
興
の
力
と
な
る
。真
庭
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
積
極
的
な
連

携
、
取
組
み
を
。　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を

　
②
給
与
の
上
昇
、
跳
ね

返
り
が
当
然
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　
③
施
設
を
長
期
的
に
維

持
管
理
す
る
ほ
う
が
経
営

的
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い

う
観
点
を
持
っ
て
対
応
す

る
。

　
真
庭
市
の
第
三
セ
ク
タ

ー
は
７
法
人
あ
る
。
こ
れ

ら
の
法
人
は
真
庭
市
の
経

済
や
地
域
社
会
に
貢
献
し

て
い
る
。
一
方
で
真
庭
市

か
ら
の
補
助
金
に
依
存
し

て
い
る
一
面
も
あ
り
、
負

債
額
が
総
資
産
額
を
上
ま
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
法
人
が
あ
る
。予

実
管
理
は
出
来
て
い
る
の
か
。

　

厳
し
い
経
営
の
と
こ
ろ
が
あ

る
。
あ
る
程
度
補
填
し
て
い
る

が
、
こ
の
事
業
も
含
め
て
の
貢
献

を
し
て
い
る
。

　

経
営
改
善
の
取
り
組
み
を
一

緒
に
行
って
い
る
。

答
木
林
産
業
観
光
部
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

ひ
と
り
親
家
庭
に
手
厚

い
サ
ポ
ー
ト
を

問

問 黒
川 

　愛

こども家庭センター　市役所内

問 伊
藤 

義
則

指
定
管
理
制
度
の
課
題

問第
三
セ
ク
タ
ー
の

課
題

指定管理施設　道の駅醍醐の里　鹿田

写真最適化―済み写真最適化―済み
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一 般 質 問

置
手
順
と
か
、
運
営
な
ど
の
研
究

は
し
て
い
る
。

　
義
務
教
育
学
校
は
、あ
く
ま
で

も
一
つ
の
学
校
制
度
だ
と
思
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
選
択
す
る
し
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
と
学
校
、

こ
の
現
実
を
直
視
し
な
が
ら
、
将

来
に
向
か
っ
て
ど
う
し
て
い
く
の

か
を
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
って
い
る
。

　
市
内
で
、具
体
的
に
義
務
教
育

学
校
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
際

に
は
、
真
庭
市
は
多
様
で
あ
る
か

ら
、
市
内
一
律
に
と
い
う
考
え
方

で
は
な
く
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
し
っ
か
り
対
応
し
な
が
ら
関
係

者
と
の
連
携
の
下
で
進
め
て
行
き

た
い
と
思
う
。

区
切
り
を
変
え
る
こ
と
で
、小
学

生
か
ら
中
学
生
へ
段
階
的
に
ス
テ

ッ
プ
を
踏
め
る
よ
う
工
夫
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
た
め
、
中
１

ギ
ャッ
プ
を
防
ぐ
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。
学
習
内
容
が
難
し
く
な
っ

て
も
、き
め
細
か
な
生
活
指
導
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
異
な
る
学
年
同
士
の
交
流
が

増
え
、責
任
感
や
自
己
肯
定
感
の

向
上
が
期
待
さ
れ
る
な
ど
、多
く

の
利
点
が
あ
り
、近
年
県
下
で
も

義
務
教
育
学
校
の
設
置
が
増
え

て
き
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
応
じ
て

柔
軟
に
制
度
を
変
え
て
い
こ
う

と
す
る
革
新
的
な
試
み
と
言
え

る
。
真
庭
市
で
も
、義
務
教
育
学

校
の
設
置
に
向
け
た
検

討
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
、教
育
長
の
所
見
を

伺
う
。

　

学
び
の
環
境
を
ど
う

高
め
て
持
続
可
能
な
も

の
に
す
る
か
は
、
重
要
な

課
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
市
教
育
委
員
会
で

は
、
何
を
も
って
検
討
と

い
う
か
難
し
い
が
、
先
進

校
視
察
等
は
行
い
な
が

ら
、
制
度
の
活
用
、
設

避
難
所
の
開
設
当
初
か
ら
間
仕

切
り
と
段
ボ
ー
ル
ベッ
ド
を
設
置

す
る
こ
と
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
、
入
浴
、
洗
濯
な
ど
の

生
活
に
必
要
な
水
の
確
保
に
努

め
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。指
定

避
難
所
の
保
健
衛
生
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
仮
設
ト
イ
レ
な

ど
早
期
設
置
に
加
え
、簡
易
ト
イ

レ
、
ト
イ
レ
カ
ー
、
ト
イ
レ
ト
レ

ー
ラ
ー
を
明
示
し
、よ
り
快
適
な

ト
イ
レ
の
設
置
に
配
慮
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
を
市
町
村
に
要

請
し
た
。
本
市
に
お
い
て
は
、
災

害
応
急
対
策
の
福
祉
的
な
支
援

及
び
ト
イ
レ
カ
ー
、マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の

充
実
が
必
要
と
考
え

る
が
、保
健
衛
生
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
、
今

後
の
本
市
の
取
組
に

つ
い
て
市
長
の
所
見

を
伺
う
。

　

協
定
を
結
ん
で
い

る
市
内
業
者
が
、
マ
ン

ホ
ー
ル
用
ト
イ
レ
、
仮

設
ト
イ
レ
な
ど
を
50

基
以
上
所
有
し
て
い

る
こ
と
で
、緊
急
対
応

が
で
き
る
。
ト
イ
レ
が

全
部
避
難
所
で
使
え

な
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
、
災

害
に
は
対
応
で
き
る
体
制
を
組
ん

で
お
り
、
も
う
一
度
再
検
討
も
す

る
。

　
工
事
で
使
わ
れ
て
い
る
ト
イ
レ

も
業
者
が
そ
れ
を
ト
ラ
ッ
ク
に
セ

ッ
ト
し
て
貸
し
出
す
こ
と
も
あ

る
。
有
事
の
と
き
に
は
、そ
う
いっ

た
動
き
も
当
然
で
き
る
と
聞
い
て

お
り
、
協
定
も
結
ん
で
い
る
。
昔

の
ト
イ
レ
は
環
境
が
悪
い
仮
設
ト

イ
レ
も
あ
る
の
で
、
業
者
も
で
き

る
限
り
改
善
す
る
意
向
を
持
って

お
り
、
協
力
し
な
が
ら
進
め
る
。

　
国
の
中
央
防
災
会
議
は
、今
年

６
月
、災
害
対
応
の
基
礎
と
な
る

防
災
基
本
計
画
を
修
正
し
、今
回

の
能
登
半
島
地
震
で
高
齢
者
ら

要
配
慮
者
が
数
多
く
被
災
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、災
害
応
急
対
策

に
福
祉
的
な
支
援
の
必
要
性
を

明
記
し
た
。市
町
村
に
対
し
て
、

　
９
年
間
の
義
務
教
育
を
一
貫

し
て
行
う
義
務
教
育
学
校
の
設

置
を
可
能
と
す
る
改
正
学
校
教

育
法
が
施
行
さ
れ
た
。
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
だ
っ

た
小
学
校
６
年
間
、中
学
校
３
年

間
の
６・３
制
を
、
市
教
育
委
員

会
の
判
断
で
４・３・２
制
、５・４

制
な
ど
に
変
更
で
き
る
。学
年
の

指
定
避
難
所
の
保
健
衛

生
環
境
の
充
実
を

地
域
の
実
情
に
応
じ
て

対
応
す
る

答
三
ツ
教
育
長

問 妹
尾 

智
之

答
太
田
市
長

答
今
石
危
機
管
理
監

災害時、避難所に設置可能なトイレカー　展示会から

問 緒
形  

尚

令和5年4月に開校した義務教育学校「旭学園」　美咲町

写真最適化―済み写真最適化―済み
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支
払
交
付
金
と
か
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
て
集

落
で
農
地
の
維
持
に
取
り
組
ん
で

い
る
所
で
は
、
今
年
度
中
に
策
定

が
で
き
る
予
定
。

　

②
今
年
度
は
、
振
興
局
も
地

域
計
画
の
策
定
の
お
願
い
に
回
っ

て
い
る
。

　

③
目
標
地
図
を
デ
ジ
タ
ル
地

図
に
落
と
し
込
ん
で
、
誰
で
も
見

え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
こ
で
①
推
進
体
制
②
進
捗

状
況
③
目
標
地
図
の
活
用
に
つ

い
て
伺
う
。

　
罰
則
規
定
は
な
い
が
、
で
き
る

限
り
地
域
計
画
を
策
定
し
た
い
。

　
①
策
定
に
当
た
って
は
農
業
関

係
者
と
の
話
合
い
や
調
整
が
必

要
で
、
農
業
委
員
や
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
協
力
を
得

て
、農
業
委
員
会
事
務
局
だ
け
で

は
な
く
関
係
す
る
職
員
が
横
断

的
に
協
力
し
合
っ
て

説
明
会
も
実
施
し

て
い
る
。
更
に
、
農

地
の
所
有
者
向
け

に
農
地
の
利
用
、貸

付
の
意
向
を
聞
き

取
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
地
図
を

作
っ
て
話
し
合
い
に

活
用
す
る
サ
ポ
ー

ト
も
し
て
い
る
。

　

②
進
捗
状
況
は

地
域
に
よ
っ
て
違

う
。
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
エ
リ

ア
、
認
定
農
業
者

等
の
農
業
者
が
多

く
い
る
エ
リ
ア
、
中

山
間
地
域
等
直
接

と
も
当
然
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
来
年
度
よ
り
県
は
精
神
障
が

い
者
１
級
の
方
も
医
療
費
助
成

の
対
象
に
す
る
。真
庭
市
も
対
象

と
す
べ
き
。
ま
た
適
用
の
範
囲
を

広
げ
る
べ
き
で
は
。

　
真
庭
市
も
来
年
４
月
よ
り
必
要

な
措
置
を
と
る
。
適
用
範
囲
の
拡

大
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

　
改
正
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
で
各
市
町
村
に
農
地
計
画

の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
、策
定

期
限
は
来
年
３
月
末
。計
画
が
期

限
内
に
策
定
で
き
な
く
て
も
罰

則
は
な
い
と
は
い
え
、
各
種
補
助

事
業
の
要
件
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
早
期
の
策
定
と
市
民

周
知
が
必
要
。

　
①
校
舎
を
取
壊
し
た
場
合
、

あ
る
小
学
校
の
図
書
は
３
分
の

２
が
燃
え
る
ゴ
ミ
に
な
っ
た
。
あ

る
小
学
校
で
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
産
廃
に

し
た
。再
利
用
な
ど
住
民
の
納
得

の
い
く
対
応
を
②
今
の
規
則
で

は
、
施
設
が
廃
止
に
な
っ
た
ら
返

す
と
い
う
約
束
を
し
て
い
な
い

と
寄
付
者
に
返
せ
な
い
。あ
る
小

学
校
で
は
、地
元
団
体
が
寄
付
し

た
エ
ア
コ
ン
で
も
譲
渡
で
き
な
い

と
の
回
答
。
見
直
し
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

①
学
校
備
品
は
、
普
通
財
産

に
な
れ
ば
、
振
興
局
管
轄
に
よ
っ

て
、
市
の
フ
ロ
ー
に
沿
って
手
続
を

地域計画の話し合い中　農業振興課提供

旧津田小解体工事　旦土

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
①
ピ
ア
ノ
で
あ
れ
ば
類
似
の
施

設
で
使
え
る
か
、
最
終
的
に
は
売

却
も
で
き
る
。
当
時
の
状
況
が
は

っ
き
り
分
か
ら
な
い
が
、
そ
の
と

き
に
適
切
に
処
理
し
て
い
る
と
思

って
い
る
。
②
使
わ
な
く
な
っ
た
ら

返
し
て
ほ
し
い
と
確
認
し
て
な
い

と
、
管
理
で
不
都
合
が
あ
って
も

い
け
な
い
。

　
給
食
の
保
護
者
負
担
額
は
令

和
２
年
度
よ
り
変
更
さ
れ
て
な

い
。
令
和
５
年
度
よ
り
１
食
当

た
り
20
円
を
市
が
補
助
し
て
い

る
。
令
和
２
年
か
ら
６
年
５
月
ま

で
の
物
価
上
昇
率
は
16.8
％
で
あ

る
。
給
食
関
係
者
が
工
夫
し
て

も
、内
容
を
落
と
さ
ざ
る
を
得
な

い
水
準
で
あ
る
。補
正
予
算
等
を

考
え
、補
助
額
を
早
急
に
引
き
上

げ
る
べ
き
。

　

今
す
ぐ
質
と
量
が
担
保
で
き

な
い
状
況
で
は
な
い
。
状
況
に
応

じ
て
は
、
素
早
く
考
え
て
い
く
こ

公
共
施
設
の
取
壊
し
で

備
品
等
の
処
理
は

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

答
武
村
教
育
次
長

答
金
谷
総
務
部
長

問 伊
賀 

基
之

給
食
費
の
補
助
額
は

早
急
に
引
き
上
げ
を

で
き
る
限
り
地
域
計
画

を
策
定
す
る

重
度
精
神
障
が
い
者
へ

医
療
費
助
成
を

問

問問 大
月 

説
子

答
木
林
産
業
観
光
部
長
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も
い
い
か
ら
常
時
真
庭
に
い
る
と

い
う
の
は
、
非
常
に
地
域
の
魅
力

だ
と
思
って
い
る
。

　

岡
大
の
林
業
関
係
の
研
究
の

大
学
院
生
が
40
人
い
る
。
施
設
が

移
れ
ば
そ
れ
だ
け
来
る
。

が
勉
強
の
機
会
を
作
っ
て
く
れ
、

中
学
生
も
含
め
知
的
好
奇
心
が

増
し
て
い
る
。
大
学
が
な
い
か
ら

故
、知
的
な
部
分
の
雰
囲
気
作
り

が
大
切
で
あ
る
。
高
大
連
携
、地

域
と
の
連
携
の
中
で
知
的
雰
囲

気
を
も
っ
と
作
って
い
く
。

　

自
治
体
に
と
っ
て
大
学
連
携

は
多
様
な
政
策
目
的
達
成
に
活

用
で
き
、
学
生
等
の
参
加
に
よ

り
、若
い
人
材
の
協
力
も
得
ら
れ

る
。
地
域
活
性
化・地
域
課
題
解

決
に
取
り
組
む
た
め
積
極
的
に

包
括
協
定
を
結
ぶ
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

　

真
庭
市
で
既
に
13
の
大
学
と

包
括
協
定
を
結
ん
で
お
り
地
域

課
題
解
決
に
使
っ
て
い
る
。
例
え

ば
来
た
学
生
が
そ
の
ま
ま
真
庭
に

就
職
し
、
今
活
躍
し
て
く
れ
て
い

る
。
教
員
養
成
課
程
に
行
って
意

欲
を
も
って
卒
業
し
た
方
が
地
域

の
先
生
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
成

果
も
み
ら
れ
る
。

　
学
生
が
例
え
ば
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
で
、
週
４
日
働
い
て
３
日

勉
強
す
る
。
年
間
ず
っ
と
50
人
で

　
大
学
入
学
志
願
者
数
は
減
っ

て
お
り
、市
内
の
公
立
高
校
も
受

験
者
数
の
減
少
、
定
員
割
れ
が

続
い
て
い
る
。
両
者
の
共
通
課
題

に
対
し
自
治
体
と
大
学
が
連
携

し
、高
大
連
携
を
強
化
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。

　

臨
時
議
会
で
創
設
し
た
基
金

を
活
用
し
、真
庭
高
校
と
大
阪
大

学
の
連
携
に
よ
る
調
査
研
究
事

業
の
補
正
予
算
を
今
議
会
に
提

案
し
て
い
る
。
こ
う
す
る
と
高
校

生
も
勉
学
意
欲
が
出
て
、高
校
そ

の
も
の
の
存
在
も
出
て
く
る
。

　

他
に
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に

真
庭
市
も
入
り
盛
り
上
げ
て
い

き
高
校
と
大
学
の
連
携
を
し
て
い

く
。

　

蒜
山
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
組

織
を
活
用
し
真
庭
の
価
値
を
上

げ
、
高
校
活
性
化
も
意
識
し
な

が
ら
連
携
を
模
索
し
て
い
く
。
ま

た
北
房
で
同
志
社
大
学
の
先
生

高
大
連
携
と
真
庭
市
の

関
わ
り

答
太
田
市
長

問 森
田 

敏
久

ば
１
か
所
で
も
２
か
所
で
も
、
こ

こ
が
ま
ち
の
街
路
と
言
え
る
も
の

を
作
り
た
い
。

　
今
年
度
に
な
っ
て
植
林
を
し
た

苗
木
が
鹿
に
よ
っ
て
食
べ
ら
れ
る

被
害
が
出
て
い
る
。木
の
伐
採
は

進
む
が
造
林
が
進
ま
な
い
と
な

る
と
将
来
の
山
は
経
済
林
の
な

い
雑
木
ば
か
り
の
山
と
な
り
林

業
が
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。こ
の
よ
う
な
状

況
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

鹿
の
絶
対
数
を
減
ら
す
以
外

に
な
い
と
思
って
い
る
。
ど
う
い
う

効
果
的
な
防
護
対
策
が
あ
る
か

美
甘
地
区
で
実
証
実
験
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

も
の
を
維
持
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
。市
内
の
業
者
と
防
災
協
定
を

結
ん
で
い
る
。マ
ン
ホ
ー
ル
型
の
ト

イ
レ
、
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
を
50
基

以
上
所
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

対
応
で
き
る
。

　
経
済
活
動
が
活
発
で
所
得
が

高
い
こ
と
、中
心
市
街
地
に
魅
力

的
な
エ
リ
ア
が
あ
る
こ
と
は
住

み
た
い
町
に
つ
な
が
る
有
効
な

人
口
減
少
対
策
と
思
う
。
①
中

心
部
の
ま
ち
づ
く
り
を
力
強
く

推
進
す
る
た
め
に
は「
立
地
適
正

化
計
画
」の
策
定
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。
②
い
ま
だ
整

備
率
が
27.8
％
の
都
市
計
画
道
路

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
人
口
減
少
の
中
で
の
変
化

も
見
据
え
な
が
ら
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
て
、
各
地
域
の
多
様
性

が
相
乗
効
果
を
出
せ
る
こ
と
を

意
識
し
た
計
画
と
思
う
。②
都
市

計
画
道
路
は
落
合
と
久
世
と
勝

山
で
時
代
に
合
っ
た
見
直
し
は
さ

れ
て
い
な
い
。消
す
べ
き
も
の
は
消

す
こ
と
で
整
理
を
す
る
。
で
き
れ

　
今
後
は
全
国
の
自
治
体
で
ト

ラ
ッ
ク
ト
イ
レ
を
確
保
し
、
大

規
模
災
害
に
は
相
互
に
助
け
合

う
取
組
が
重
要
に
な
る
と
考
え

る
。
真
庭
市
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク

ト
イ
レ
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

　
１
台
１
，
０
０
０
万
円
も
す
る

大
規
模
災
害
に
備
え
た

ト
ラ
ッ
ク
ト
イ
レ

問 柴
田 

正
志

真
庭
市
と
の
大
学
連
携

中
心
市
街
拠
点
の
ま
ち

づ
く
り

鹿
に
よ
る
苗
木
被
害

問

問

問

答
太
田
市
長

岡山大学との包括連携　秘書広報課提供

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

防護ネット柵　産業観光部提供

一 般 質 問
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　7月22日に各園に視察し、園長から概要説明を受
けて施設を案内されました。勝山こども園では委員か
ら、保護者と職員が利用する駐車場の問題について質
疑があり、不足しているが送迎時の停車は短時間中で
行っていると対応を説明されました。富原保育園では委
員から、職員5名より園児数が4名と少ないが、少人数
による園児への影響はないかと質疑し、みんなが仲良
く、影響は出ていないと説明を受けました。

　８月１日、市役所４階委員会室で真庭市議会議員研
修会が開催されました。講師は、株式会社両備シス
テムズにお願いしました。今回は、生成AIに係る勉強
会で生成AIの概要や動向、注意点について学びまし
た。まず生成AIとは、インターネットを中心に膨大な
量の情報を学習し、新しいコンテンツを自動的に生成
する能力を持つ人工知能であること、どんなところで
使われるかを学びました。次に一般的な活用例と注意
点これからの活用方法を学び有意義な研修会でした。

GIKAI  NO  UGOKI

き動
７月 ８月編

議 会

　令和６年８月８日に第５４回岡山県市議会議員研
修会が高梁市総合文化センターで、講師に東北大
学大学院情報科学研究科の河村和徳准教授を招き
「議員のなり手不足と地方議会改革」と題して、
講演がありました。各地の事例紹介をまじえ、議会を
めぐる状況や、歴史を通しての議員のあり方から、
立候補しやすい環境を整えると、なり手不足解消の
可能性はあること、議会改革は主権者教育を進め、
政治や行政に関心をもつ人を増やしデジタルとアナロ
グでの市民参加次第だと接点を重視されました。

市民参加で議員のなり手と
議会改革 県市議会議員研修

文教委員会が勝山こども園
と富原保育園を現地視察

の

真庭市議会議員研修会開催

政策提言書を議長から市長へ

政策提言書を手交　左から妹尾副議長、小田議長、太田市長 園長から説明を受ける委員　富原保育園

真庭市議員研修　４階 岡山県議員研修　高梁市

　真庭市議会では８月20日、総務委員会でまとめた
「移住者への支援強化」と産業建設委員会でまと
めた「真庭の農業の存続と振興に向けて」の２テー
マを盛り込んだ政策提言（文教厚生委員会は今回
見送り）を小田議長・妹尾副議長により市長に対し
手交しました。
　この提言は2年かけて各委員会で練った提言を７
月開かれた政策討論会で全議員の一致を見たもの
です。具体的には「お試し住宅」の利用促進、空
き家を活用した住宅整備、各地域内へ「移住案内
人」の設置、人材の育成や情報・実務面での支援
など農業運営の総合サポートを持った組織仕組みの
構築推進といった内容です。
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▶
ふ
る
さ
と
の
秋
　
小
林
み
ち
江 ◀夏をまるかじり　T.S.

森
西
氏

◀
湯
原
の
ハ
ン
ザ
キ 

キ
モ
か
わ
い
い 

To

募
集

絵画、イラスト、書、写真などを募集して
います。住所、氏名、電話番号を書いて
ください。ペンネームを希望される場合
も連絡先と氏名が書いてあることが
必要です。声は氏名を載せることにし
ています。　　　 応募先▶真庭市議会
宛先：20ページの帯欄に記載しています。

●娘が真庭高校３年生です。妹2人も高校進学は
これから考えますが、真庭高校がそのままあって 

くれたらありがたいと思っています。少人数になりましたが、
歴史のある自由に学べる良い高校です。　　岩浅光子
●ＪＲの株、高校存続、市の課題を表紙に分かりやすく
載せてあり、興味深く読みました。真庭で暮らそうの写真集
はホッとしました。　　行本京子

声

▶
赤
唐
辛
子
　
湯
浅
真
佐

MANIWA

ここは市民みんなでつくるページです

SHIMIN
NO

HIROBA

市民
広場

の

議会広報編集特別委員会
◎淺野　和昭
〇森脇　正和
　氏平　篤正
　加藤　大悟
　西田　文子
　森田　敏久

勝山町並み保存地区　（サテライト会場）　ＪＲ姫新線中国勝山駅旭川河川敷スケボー広場（久世げー）

真庭／蒜山エリア　GREENable HIRUZEN

▼大塚国際美術館制作

北房振興局ロビー壁画 9.5ｍ×0.9ｍ 台風10号に登場した久世街裏堤防の陸閘（りっこう）　すごいTo

森
の
芸
術
祭
11・24
㈰
ま
で

敬称略
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３
月
定
例
会
の
請
願
と
陳
情
の
受
付
は
１

月
31
日
（
金
）
ま
で
で
す
。
様
式
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、土
日
祝
日
等
の
市
役
所
の
閉
庁
日
は

除
き
ま
す
。
市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要

望
が
あ
る
と
き
は
、誰
で
も
請
願
や
陳
情
を
議

会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
は
、議
員
の
紹
介
を
必
要
と
す
る
の
に

対
し
、陳
情
の
場
合
は
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

１１
月月
3131
日
㈮
日
㈮
ま
で
ま
で

３３
月
定
例
会
の

月
定
例
会
の
請
願・陳
情
は

ホームページをご覧ください

ホームページ フェイスブック

解
者
の
中
か
ら
８
人
に「
勝
山
の
い

も
銀
沫
」
が
当
た
り
ま
す
。は
が
き
に

答
え
と
住
所
・
氏
名
を
本
ペ
ー
ジ
左
欄
に
記
載

し
て
い
る
真
庭
市
議
会
ま
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。当
選
者
の
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。締
切
：
11
月
29

日（
金
）
消
印
有
効
。前

号
の
応
募
総
数
は
51
通

で
、
正
解
者
は
49
人
で

し
た
。ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

高校魅力化に

○○

福岡・大分視察研修記

●前号隣県A市の話：議会だより記載内容で争う市長と議会。市長が発案権の 
　侵害だと県知事に審査を申し立てたが棄却された。議会側が正しい（氏平）

正

緒形　尚　加藤大悟黒川　愛　

𠮷原啓介 淺野和昭伊賀基之柴田正志

森田敏久 妹島弘和大月説子伊藤義則

氏平篤正 福島一則西田文子長尾　修　

庄司史郎 入澤廣成小田康文妹尾智之

古南源二 岩本壯八中尾哲雄森脇正和

不
正
利
用
防
止
の
た

め
、正
面
写
真
を
横
に

変
更
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ご
注

意
を
。 

議
席
順

本
会
議（
開
会・議
案
上
程
、提
案
説
明
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問・議
案
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

常
任
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告・採
決・閉
会
）

３
日

６
日

9
日

10
日

11
日

16
日

20
日

12
月

（
火
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
月
）

（
金
）

■
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。■
正
式
に

は
11
月
25
日（
月
）の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す

1212
月月
３３
日
㈫
か
ら

日
㈫
か
ら
1212
月月
2020
日
㈮
日
㈮

月
定
例
会

月
定
例
会
はは

12
12
日（
木
）13
日（
金
）

遷
喬（
せ
ん
き
ょ
う
）校
名
の
由
来
は
中
国
の
詩
経

ゆ
う
こ
く
よ
り
い
で
て　
き
ょ
う
ぼ
く
に
の
ぼ
る

旧遷喬尋常小学校トートバッグ

エスパス
☎42-7000

提
供
：
JA
晴
　

れ
の
国
岡
山
▼

勝山のいも　銀沫

▶
まにぞう

円基金を創設

　

令
和
５
年
10
月
16
日
早
朝
８
時
市
役
所
を
委
員
８

名
、
執
行
部
１
名
、
議
会
事
務
局
１
名
の
総
勢
10
名

の
構
成
で
出
発
し
た
。

　

新
幹
線
で
九
州
に
行
く
の
で
事
務
局
の
運
転
で
一

路
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
を
め
ざ
す
。
９
時
30
分
に
到
着
し
た

が
10
時
06
分
の
出
発
な
の
で
皆
急
ぎ
足
で
ホ
ー
ム
に

向
か
っ
た
。
そ
れ
と
言
う
の
も
駐
車
場
で
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て

議
論
発
生
。
ど
う
や
ら
委
員
長
に
責
任
が
所
在
す
る

と
の
大
方
の
意
見
で
恐
縮
す
る
。

　
ま
ま
よ
と
ば
か
り
に
新
幹
線
に
乗
り
一
路
博
多
駅
を
め

ざ
す
。
到
着
し
た
と
た
ん
昼
食
に
あ
り
つ
く
。
１
時
30
分

か
ら
福
岡
市
役
所
で
「
市
民
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
戦
略
」
に
つ

い
て
研
修
。
熊
本
市
で
１
泊
し
、
午
前
７
時
45
分
宿
舎
出

発
。
３
時
間
レ
ン
タ
カ
ー
で
の
移
動
な
の
で
途
中
３
回
ほ

ど
小
休
止
を
と
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
目
的
地
の
竹
田
市
役

所
に
つ
い
た
の
は
10
時
25
分
、
研
修
は
10
時
30
分
か
ら
な

の
で
、
ま
た
も
や
走
り
こ
む
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
３
階
の
委
員
会
室
前
に
つ
い
た
の
は

丁
度
10
時
30
分
、
慌
て
て
駆
け
込
ん
だ
。
そ
こ
で
は
議
長

が
優
し
い
お
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。

（
加
藤
）

書家

日展会員・審査員（久世）
寺坂昌三氏


